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いま私たちは原子力の平和利用を巡る大きな変革のただ

なかにいます。それは人類共通の課題である脱炭素社会の

実現に向け、安全性の確保を大前提に、原子力を最大活用

しようとする動きであり、国内外ともに具体的日程感をもって

様々な角度から議論が進んでいます。

このような大きな流れを受け、JAEAは2023年4月に新

しいビジョンを打ち出しました。

それは今後JAEAが挑戦すべき研究開発の方向性を明

確化したもので、次の3分野から構成されています。

●	原子力と再生可能エネルギーの相乗効果を追求する	

研究開発 【Synergy】

●	原子力自体を継続可能なエネルギーとする	

研究開発 【Sustainable】

●	原子力をエネルギー分野のみならず幅広い分野で活用する	

研究開発 【Ubiquitous】

Synergy分野では、再生可能エネルギーとともに工業地

帯の脱炭素化の有力な選択肢として期待される高温ガス炉

の開発を進めており、2024年3月には100％出力運転中の

原子炉での過酷事故を模擬した安全性実証試験を世界に

先駆けて大洗原子力工学研究所のHTTRを使って実施し、

その自律的安定性の確認に成功しました。

また、再生可能エネルギーにより得られた電気をより効率

的に蓄電するために、ほぼ無期限の耐久性を有するウラン・

レドックス・フロー電池の開発にも着手し、その第一段階とし

て、2024年11月には世界で初めてウランを用いた蓄電池を

開発しました。今後、大容量化に向け電解液を循環させる技

術（レドックス・フロー電池）の開発を行い、実用化を目指します。

Sustainable分野では、高レベル放射性廃棄物の減容、

資源化を目指すという新しいテーマにチャレンジするととも

に、既存の原子力関連施設の安全な廃止措置を実施するた

めの技術開発にも取り組んでいます。特に福島第一原子力

発電所の廃止措置に関しては、海洋に放出されるALPS処

理水の安全基準適合性を第三者の立場から担保する役割

を着実に果たしていきます。

Ubiquitous分野では、「がん」の治療薬として期待が高

まっているアクチニウム225の創薬化に向けて、環境整備、関

係機関との協力体制の構築、更には基幹設備となる高速実

験炉「常陽」の再稼働にも全力を挙げて取り組んでいます。

私たちは未だ原子力の持つ可能性のすべてを把握してい

るわけではありません。その意味で、私たちは新しい価値の

創出のため日々イノベーションの最前線に立っています。

JAEAはこれからも社会の要求を的確に捉え、また変化に

柔軟に対応し、持てる力を存分に発揮して、原子力科学技術

を通じて社会に貢献するというJAEAに与えられた使命の

達成に向けて弛まずに歩み続けてまいります。

皆さま、引き続きご理解、そして一層のご支援よろしくお願

いいたします。

理 事 長 ご あ い さ つ

Synergy

Sustainable

Ubiquitous

ニュークリア×リニューアブルの相乗効果のための研究開発
〜 エネルギーミックスだけでなく、 その相乗効果を追求する 〜

原子力自体を持続可能にするための研究開発
〜 脱炭素社会の実現という新しい要請に応えつつ、長期安定型のエネルギー源を目指す 〜

原子力利用の多様化に向けた研究開発
〜 原子力の特性を生かしてさまざまな分野での活用を考える 〜

○ ○ 高温ガス炉高温ガス炉を工業地帯のエネルギーセンターとしを工業地帯のエネルギーセンターとし（水素、熱、電気を供給）（水素、熱、電気を供給）、 、 
再生可能エネルギーとの融合により工業地帯を一挙に脱炭素化再生可能エネルギーとの融合により工業地帯を一挙に脱炭素化

○ 燃えないウランを活用した○ 燃えないウランを活用したウラン蓄電池ウラン蓄電池を開発し、余剰の再生可能エネルギーを有効利用を開発し、余剰の再生可能エネルギーを有効利用

○ ウラン資源の○ ウラン資源の有効活用有効活用（約100年→ 数千年に）（約100年→ 数千年に）

○ 高レベル放射性廃棄物の○ 高レベル放射性廃棄物の減容化•有害度低減、再資源化減容化•有害度低減、再資源化

○ ○ がん治療薬がん治療薬の開発の開発

○ ○ 放射線、熱から直接電気を生み出す放射線、熱から直接電気を生み出す技術の実用化技術の実用化（スピントロニクス）（スピントロニクス）

2050年
脱炭素社会

ウラン蓄電池の開発

軽水炉の安全性向上 高温ガス炉の開発

高速炉の開発
福島第一原子力発電所の

廃止措置 原子力エンジン

原子力安全 各種施設の廃止措置

医療用アイソトープ生産地層処分技術の研究開発核セキュリティ

高レベル放射性廃棄物の減容・有害度低減、再資源化

UbiquitousSustainable

Synergy

原子力科学技術を最大限に活用

JA E Aのビジョン  ～目指す将来像～

「ニュークリア×リニューアブル」で
拓く新しい未来

原子力（ニュークリア）と

再生可能（リニューアブル）エネルギーが二元論を乗り越え、

融合することで実現する新しい持続可能（サステナブル）な

未来社会を目指します。

国立研究開発法人
日本原子力研究開発機構
理事長
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水素
供給

電気
供給

熱
供給

実 現 するための
キーテクノロジー 2 多様な熱利用技術の確立

1 優れた安全性の実証

高温ガス炉と再生可能エネルギーが融合することで、2050年脱炭素社会の実現に貢献できます。

高温ガス炉の開発 
〜  工 業 地帯を一 挙に脱 炭 素 化 する  〜

Synergy Ubiquitous

未来に向け、JAEAの取組は？

高温ガス炉を工業地帯のエネルギーセンターとして利用できるよう安全性の実証を行います。

優れた安全性の実証1

高温ガス炉は900℃を超える高温熱を供給可能で、水素製造、発電、海水淡水化などあらゆるところに利用できます。

多様な熱利用技術の確立2

詳しくは
こちらから

Ubiquitous

Synergy 高温ガス炉が生み出した 
エネルギーと再エネで 
工業地帯を脱炭素化

高温熱を利用して
製造した水素を
一般産業分野で活用

どんな未来を目指しているの？
高温ガス炉から取り出した900℃を超える高温
熱を水素製造などに利用することで工業地帯の

脱炭素化を一挙に進めます。

炉心溶融が起きない設計が可能

カーボンフリー水素製造技術の開発に取り組んでいます 〈 水素の利用 〉

がなくても自然に出力が低下
し、安全が確保されることを
試験で実証（2024年3月）

制御棒

高温ガス炉
（原子炉容器）

高温ガス炉
（原子炉容器）

水素製造 発電 蒸気供給 排熱利用

900℃ 750℃ 750℃ 200℃

水素製造施設高温ガス炉

水素製造や高効率発電への
熱利用

蒸気タービン発電による
電力供給

化学コンビナートで
熱源として利用

排熱を海水淡水化や
地域暖房に利用

水素
供給

高温ガス炉

止める 冷やす 閉じ込める

高温ガス炉は原子炉の安全性に求められる

機能を自然に備えています。
止める機能（制御棒の挿入）

冷やす機能（冷却材の循環）
燃料溶融しない／放射性物質を閉じ込める

［ セラミックス被覆燃料 ］

自然放熱で燃料が冷える

［ 黒鉛構造材 ］

燃料や構造材と反応しない

［ ヘリウム冷却材 ］

化学プラント

産業施設

製鉄所

再生可能エネルギー

高温ガス炉

浮体式構造

カーボンフリー
水素を大量かつ
安価に供給

ガソリンに替えて
水素を使えばCO₂排出ゼロ!

炭素（コークス）に替えて
水素を使えばCO₂排出ゼロ!

燃料電池車

製鉄所

ガス
循環機

制御棒

HTTR（高温工学試験研究炉）は、大洗原子力工学研究
所にある高温ガス炉（熱出力30MW）です。世界で唯一
950℃という高温の熱を炉外へ取り出すことができる
ため、幅広い温度帯の熱を利用できます。また、原子
炉の炉心構成要素（燃料、構造材、冷却材）が発電用の軽
水炉とは異なり、炉心溶融や多量の放射性物質放出
が起きないように設計され、安全性に優れています。

高温ガス炉を用いた水素製造の実現に向け、高温ガス炉と高温ガス炉を用いた水素製造の実現に向け、高温ガス炉と
水素製造施設をつなぐ技術を確立水素製造施設をつなぐ技術を確立

受入基地
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高速炉を使えば、燃えないウランも利用可能に!

ウラン
利用可能

年数

現在の原子力発電

約100年

軽水炉 高速炉

高速炉

未来に向け、JAEAの取組は？

高速中性子を利用することで発電しながら消費した以上の燃料を生成することができます。現在の軽水炉などに比べて、
ウラン資源の利用効率を飛躍的に高めることができます。

高速中性子を有害度の高い（半減期の長い）放射性物質に照射することで半減期の短い放射性物質に変換することができます。

高速中性子を利用して、がん治療薬として期待がかかる医療用ラジオアイソトープ（アクチニウム225）を製造することができます。

高速炉の開発 
〜  原子力のサステナブル 化に挑 む  〜

Synergy Sustainable Ubiquitous

どんな未来を目指しているの？ 高速炉サイクルの確立1

高レベル放射性廃棄物の有害度低減技術の確立2

医療用ラジオアイソトープ（RI）製造技術の確立3

3 医療用ラジオアイソトープ（RI）製造技術の確立

2 高レベル放射性廃棄物の有害度低減技術の確立

1 高速炉サイクルの確立

詳細は13ページ

詳しくは
こちらから

高速炉に蓄熱システム併設し再エネ
と組み合わせ電力供給を最適化

・ エネルギーセキュリティを確保
・ 高レベル放射性廃棄物の有害度を低減

医療用ラジオアイソトープを
製造し国内供給を安定化

Ubiquitous

Sustainable

Synergy

数千年

使えないウラン

約99%

使えるウラン

約1% 使えるウラン

約100%

高速実験炉 「常陽」 実証炉

実
証
炉
へ
反
映

放射能が減るまでの期間

約10万年約10万年 約300年

高速中性子 長寿命核種 短寿命核種

短寿命核種
中性子

〈核分裂反応〉

高速中性子による物質変換技術を駆使した

高速炉サイクルの実現を目指します。燃えない

ウランを資源に変えたり、高レベル放射性

廃棄物の有害度を低減するとともに、医療用

ラジオアイソトープを国産化します。

高速炉では高速中性子*を利用したウラン資源の有効利用、高レベル放射性廃棄物の有害度低減が
可能です。 ＊エネルギーの高い中性子

回収したプルトニウム、半減期の
長い物質を混合した燃料製造

 高速中性子で
・燃えないウランを資源に変える
・半減期の長い物質を短い物質に変える
・医療用ラジオアイソトープを製造する

資源として生まれたプルトニウム、
半減期の長い物質を分離・回収

MOX燃料

燃料製造

再処理

高速炉

使用済燃料

プルトニウム・
半減期の長い物質

高速炉サイクル

実証炉用燃料・
材料の健全性を
確認・実証

実 現 するための
キーテクノロジー

高速実験炉「常陽」は、大洗原子力工学研究所
にある西側諸国（OECD）で高速中性子照射場を
提供できる唯一の高速炉です。また、次世代の
高速炉で使用する新たな燃料・材料の開発や、
安全性に関する実験並びに医療用ラジオアイソ
トープの製造に利用できます。
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ウラン
蓄電池

希少金属
の分離

熱・放射線
発電

どんな未来を目指しているの？

3 熱・放射線発電技術の開発

2 希少金属の分離技術の開発

1 ウラン蓄電池の開発

原子力利用の過程で発生する燃えないウランや放射性廃棄物はさまざまな資源になります。

国内に眠る有価物を活用 
〜  使われていない資 源の 最 大 活 用  〜

Synergy Sustainable Ubiquitous

未来に向け、JAEAの取組は？

燃えないウランを高効率の大容量蓄電池に活用します。原子力発電や再生可能エネルギーの余った電気を蓄電し、ピーク
シフト、系統安定化に貢献します。

放射性物質から生じる熱や放射線を利用した電源を開発します。どのような環境でも半永久・メンテナンスフリーのエネ
ルギー源として活用できます。

産業界や医療分野などで利用価値の高い希少金属を廃棄物から分離する技術を開発し、資源セキュリティの確保に貢献します。

使用済燃料中の金属元素の割合
（U及びPuを除く）

ウラン蓄電池の開発1

希少金属の分離技術の開発2

熱・放射線発電技術の開発3

Ru Rh Pd Cs Mo Nd Am
ルテニウム

ロジウム
パラジウム

セシウム
ストロンチウム

モリブデン
ネオジム

アメリシウム

触媒 熱源 医療 RI電池高機能材料

詳しくは
こちらから

Ubiquitous

Sustainable

Synergy

再生可能エネルギーウラン蓄電池原子力

○太陽光発電
○風力発電

【課題】
気候や時間帯で出力
が変動／需要ピーク
時に即時対応不可

余
剰
電
力

系統調整し、安定化／ピークシフト

資
源
活
用

ウラン加工

原子力発電 非常用電源

燃えないウラン

余剰電力

35%
希土類

14%
その他

14%
白金族12%

Zr

12%
Mo

9% Cs

1% Am
3%
Sr元素 用途

Ru
［ルテニウム］ 触媒

Rh
［ロジウム］ メッキ／触媒

Pd
［パラジウム］ 触媒／歯科材

スピン熱電素子、放射線発電素子の開発に取り組んでいます。 どんな地域・どんな天候でも灯りを

熱

放射線

電 力

放射性
同位元素
（Am/Srなど）

燃えないウランを蓄電池に用いたり、放射性

廃棄物から希少⾦属を分離したりと、まだ

活用されていない資源を活用できるものへと

転換。資源が少ない日本で、新たな価値を

生み出します。

燃えないウラン

放射性廃棄物

ウラン加工（濃縮）
再処理

原子力発電所

実 現 するための
キーテクノロジー

NXR（Nuclear×Renewable）開発センターは、JAEA
ビジョン「『ニュークリア×リニューアブル』で拓く新
しい未来」を実現するため、2024年4月に新たに
設立した組織です。JAEAが持つ研究開発の成果を
社会実装するため、柔軟かつ機動力のある組織とし
て、ウラン蓄電池、希少金属の分離技術、熱・放射線
発電技術の開発に取り組んでいます。

U（III）/U（IV）
電解液タンク

Fe（III）/Fe（II）
電解液タンク

負極 正極隔膜

e-e-

e- e-

U3＋

U4＋

Fe2＋

Fe3＋

放電
充電

余剰電力をウラン蓄電池に蓄電し
不足時に送電して電力供給を最適化

放射性廃棄物から希少金属を 
分離し資源セキュリティを確保

放射性物質から生じる熱・放射線を
エネルギー源として一般産業分野で活用

Sr
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〈燃料デブリの性状把握〉
1F炉内に堆積した燃料デブリの安全かつ確実な
処理・処分のため、その性状を分析しています。

〈炉内状況把握〉
⃝	データベースの構築	
（debrisWiki）

⃝	3D化による	
利用促進	
（debrisEye）

〈遠隔操作技術開発〉
⃝	放射線可視化技術（iRIS）
⃝	αダストの“その場”計測
⃝	VRデータやデジタルツイン

2 環境回復への支援

1 福島第一原子力発電所の廃止措置を支援

福島第一原子力発電所の廃止措置の推進及び周辺環境の回復に研究開発の成果で貢献します。

Sustainable

どんな未来を目指しているの？

未来に向け、JAEAの取組は？

福島第一原子力発電所の廃止措置を支援1

〈環境モニタリング技術開発〉
避難指示区域解除や農林水
産業再生に貢献するため、
放射線量の分布の現状を把
握する環境モニタリング技術
の開発を実施しています。

環境回復への支援2

詳しくは
こちらから

福島第一原子力発電所の
廃止措置と環境回復を支援

Sustainable

測定しやすくなるよう核種
の純度を高める処理を行い
ます。

分析対象が放出する放射線
や特徴を考慮し、それぞれ適
切な分析装置を用いて測定
します。

分析装置から出力された分
析値の妥当性を確認・評価
し、結果を国に報告するとと
もに公表します。

福島第一原子力発電所の廃止措置や環境回復

への支援に取り組むことで被災地の安全・安心に

貢献します。

放射性物質分析・研究施設 
第2棟（大熊町に建設中）

燃料デブリなど、高線量の放
射性物質の分析を行います。

① 前処理 ② 測定 ③ 確認•評価

東京電力ホールディングス株式会社 東京電力ホールディングス株式会社 

福島第一原子力発電所福島第一原子力発電所

実 現 するための
キーテクノロジー

福島第一原子力発電所の廃止措置について、
難易度の高い廃炉工程を安全、確実、迅速に
推進するための研究開発に取り組んでいます。
また、安全に安心して生活するための環境の
整備に向けた環境モニタリング等に取り組んで
います。

福島第一原子力発電所の廃止措置と
環境回復への支援　〜  被 災 地の 復 興に貢 献 する  〜

〈ALPS処理水の第三者分析〉
政府の方針に基づき、ALPS処理水に含まれる放射性物質の客観性
及び透明性の高い測定を目的として、東京電力HDとは独立した第
三者の立場での分析を実施しています。

燃料
デブリ

ウランの分布状況燃料デブリサンプル

放射能汚染のマッピング

分析の流れ
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どんな未来を目指しているの？

建築物や社会インフラと同様に、原子力施設にも健全なライフサイクル化が必要です。

原子力施設の廃止措置技術の
確立　〜  原子力 施 設のライフサイクルを回す  〜

Sustainable Ubiquitous

JAEA 施設の廃止措置を通じた
廃止措置技術の知見の集約

未来に向け、JAEAの取組は？

JAEA 施設の廃止措置を通じた廃止措置技術の知見の集約

〈人形峠環境技術センター〉
使命を終えたウラン濃縮施設などの廃止措置や鉱山施設
の閉山措置、これらに関するウラン廃棄物工学研究、環境
研究を行っています。

〈核燃料サイクル工学研究所 東海再処理施設〉
再処理施設の廃止措置を進めています。高放射性廃液のガ
ラス固化、低放射性廃液処理技術開発、施設の解体に向け
た除染に取り組んでいます。

〈青森研究開発センター〉
原子力船「むつ」の原子炉施設の廃止措置や加速器質量
分析装置を用いた環境試料中のヨウ素や炭素といった極
微量元素の分析や分析技術開発を行っています。

詳しくは
こちらから

Sustainable

Ubiquitous

原子力施設の健全な
ライフサイクルを実現

廃止措置で発生した
金属などをリサイクルし
一般産業分野で活用

原子力施設を安全かつ着実に解体し、跡地を有効に活用

します。解体作業を通じて得られた知見は今後の施設の

解体や新たな施設の設計に反映し、原子力施設の健全な

ライフサイクルを実現します。

高放射性廃液貯蔵の安全性向上 高放射性廃液のガラス固化 高放射性固体廃棄物の取出しと再貯蔵 低放射性廃液のセメント固化

〈高速増殖原型炉もんじゅ〉
ナトリウム冷却高速炉の廃止措置に取り組んでいます。現在
は、水・蒸気系等発電設備の解体撤去や、ナトリウム機器解体
の準備としてしゃへい体等取出し作業などを進めています。

水・蒸気系等発電設備の解体撤去

タービン発電機の解体 復水器の解体

2018～2022 2023～2031 2032～ ～2047

第4段階
廃止措置期間Ⅱ

第3段階
廃止措置期間Ⅰ

第2段階
解体準備期間

第1段階
燃料体取出し期間

〈新型転換炉原型炉ふげん〉
電力会社に先駆けて水冷却炉の廃止措置を進めており、現在は、
原子炉周辺設備などの解体撤去や原子炉の解体を安全に実施
するため遠隔・自動化装置などの技術開発に取り組んでいます。

原子炉周辺の大型機器などの解体撤去 原子炉本体解体工法に係る技術開発

原子炉上部配管の解体 水中でのレーザー切断試験

2008～2017 2018～2029 2030～2038 2039～2040

建屋解体原子炉本体
解体撤去期間

原子炉周辺設備
解体撤去期間

重水系・ヘリウム系等
の汚染の除去期間

高放射性廃液の処理
などのリスク低減の取組

主要施設の廃止
廃棄物処理・廃棄物
貯蔵施設の廃止

ガラス固化処理 ガラス固化完了 全施設を廃止

約70年

原子力施設の建設・利用

解体で出た金属など

解体で得られた知見

跡地（利用例）

停止施設の解体

風力発電所

太陽光発電所

原子力施設

工場

跡地の再利用

・国内原子炉の廃止措置への反映
・新規施設の設計への反映

リ サ イ ク ル 例

サイクルスタンド街灯

実 現 するための
キーテクノロジー

原子力利用を持続可能とするために、使命を終
えた原子力施設の廃止措置や放射性廃棄物の
処理・処分などを安全かつ効率的、合理的に進め
ています。また、施設の解体などで発生したクリ
アランス金属などの再利用を促進し、循環型社
会の実現に取り組んでいます。
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医療用ラジオアイソトープの国産化へ 中性子供給源の整備

高速増殖原型炉もんじゅのサイト内に、西日本における原子力分野の
研究開発・人材育成の中核的拠点としての役割と地元振興への貢献を
目指した、新たな試験研究炉を設置します。JAEAは、京都大学や福井
大学と連携して試験研究炉の詳細設計を実施
主体として進めています。

中性子の特徴を活かした、半導体や医療用RIの
製造といった産業分野での利用や、元素を見わ
けることができる性質を利用した隕石の分析を
はじめ、冷中性子（エネルギーの低い中性子）が利用
できることから、高分子の構造解析による生命
現象の謎に迫る研究などを進めています。国内
最大級の熱・冷中性子の利用が可能であること
から、基礎研究から産業分野まで幅広い分野で
活用されています。

がん治療や画像診断などに利用される医療用ラジオアイソトープ（以下、医療用RI）の国産化を目指し、研究開発を進めています。

アクチニウム225の製造を目指しています。白血病やメラノーマ
など多様ながんへの有効性が期待されています。

体内に投与した医療用RIから放出される放射線でがん細胞
を消滅させる方法を「内用療法」といいます。がん治療への
高い効果が期待されています。

画像診断に用いられる医療用RIは輸入に依存しています。
JRR-3の性能を有効に活用し、社会実装のための照射製造
技術開発を推進します。

モリブデン99／テクネチウム99ｍの製造を目指しています。
画像診断（SPECT検査）に用いられています。

注射で体内に投与し、下図のような原理で検査を実施します。 物質中の原子・分子の構造から物質・生命の起
源を探る研究や、素粒子や原子核の研究から
宇宙の始まりの謎を解く研究を進めています。
ほぼ光速まで加速した世界屈指の大強度の陽
子ビームを水銀や炭素などのターゲットに打ち
込み、中性子、ミュオン、ニュートリノ、K中間子
などの多彩な二次粒子ビームを作り出し、多種
多様な実験が行われています。

骨シンチグラフィの例

医療用RIから発生するα線で、
がん細胞のみピンポイントで叩く！

医療用RIを含む薬を体内に投与して
病気を診断！

体への負担を少なく早期診断！

Kratochwil,Giesei, JNM, July 7, 2016

医療用ラジオアイソトープとは 研究用原子炉JRR-3  ［ Japan Research Reactor No.3 ］

大強度陽子加速器施設 J-PARC  ［ Japan Proton Accelerator Research Complex ］

新しい試験研究炉

高速実験炉「常陽」では 研究用原子炉JRR-3では

全身転移したがん患者にアクチニウム225を投与した結果、
がん腫瘍の消滅が認められました。

骨シンチグラフィは核医学検査の中でも最も頻繁に行なわれ
ている検査の一つとして知られています。

がんに集積

国内外で実用化を熱望！

アクチニウム225の放射線で がん細胞を死滅

取 組 紹 介 1 取 組 紹 介 2

試験研究炉本体
▼

ビームホール
▼

照射後試料取扱い施設
▼

施設配置のイメージ

研 究
開 発

研 究
開 発

海外での
適 用 例

成果例

検出器／カメラ

放射線

医療用RIが患部に集まる

がん細胞

● 臓器の働き（機能）を捉える　※CT検査やMRI検査は臓器の異常を捉える

● 他の検査ではわかりにくい病気が見つかることも
● 副作用も非常に少ない

● 治療法が確立していない全身がんなどに有効
● 放射線の飛程が短いため、周囲の正常な組織の損傷が少ない
● 治療期間が短く入院不要

医療用RIを
含む薬剤

1. 骨代謝の変化を反映す
る機能的な画像診断

2. 全身検索が簡単 
（右の図）

3. 治療後の効果判定や経
過観察に有効

［メリット］

末期の転移性前立腺がんが完全奏効！ 
（がんの兆候がすべて消失）

国立国際医療研究センター病院	
放射線核医学科HP
（https//www.hosp.ncgm.go.jp/
s037/010/080/010/index.html）

国立国際医療研究センター病院	放射線核医学科HP
（https//www.hosp.ncgm.go.jp/s037/010/080/010/index.html）
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国際的な取組と貢献

原子力科学技術を最大限に活用した脱炭素社会の実現に向けて、積極的な国際協力と多方面にわたる国際貢献を
推進します。

国際連携

海外諸国との連携分野と最近の主な進展

取 組 紹 介 4

放射性廃棄物の処分技術の確立

研究機関や医療機関から発生する放射能が低い廃棄物（低レベル放射性廃棄物）の埋設処分に取り組んでいます。
現在、埋設施設の安全な設計に向けた技術基盤の整備を行っています。

地質環境の調査・予測及び地層処分システムの設計・安全評価に必要な研究開発を行っています。

低レベル放射性廃棄物の埋設処分

高レベル放射性廃棄物等の地層処分研究開発

取 組 紹 介 3

地層処分
システム

地層処分システムの
長期挙動の理解

加速器質量分析による
地質試料の年代測定技術開発

地下を模擬した環境での
放射性物質移行データの取得

実際の地質環境条件での
研究開発

ベントナイト材料を使った
止水プラグの吹付け施工試験

300m
以深

● 最終処分の安全規制・安全評価のために必要な研究開発
● 深地層の科学的研究等の基盤的な研究開発
● 最終処分技術の信頼性向上に関する技術開発等

JAEA他関係研究機関

監督

規制

● 事業の安全な実施
● 経済性･効率性向上のため

の技術開発

● 基本方針の策定
● 最終処分計画の策定
● 安全指針･基準等の策定

NUMO＊ 国

JAEAにおける研究開発 わが国における地層処分の体制

地層処分のイメージ

廃棄物を埋設施設に受け入れる際の放射
能濃度に上限値を設け、これを上回る放
射能濃度の廃棄物は受け入れません。

①濃度上限値の設定

放射性物質の移動を抑制する機能をもっ
た埋設施設を建設します。

②放射性物質の移動を抑制

埋設後、放射能の減衰により、仮に掘削し
たとしても安全な状態となるまでの間、施
設に立ち入り制限を設けます。

③放射能の減衰

立ち入り制限の間、監視（環境モニタリング）
を行い、安全性を直接確認していきます。

④長期監視

＊NUMO（原子力発電環境整備機構）：地層処分事業の実施主体

（特定放射性廃棄物の最終処分に関する基本方針に基づく）

事業と規制を支える技術基盤

安全を守る基本方策

空気中の
放射線量

土壌、
植物 水

測定
分析

評価
確認 公開

環境モニタリングの例

廃
棄
物
の
放
射
能
濃
度

受入濃度の
上限値の設定

ピット埋設：約300年

トレンチ埋設：約50年

埋設後の施設

深部地下での地下水データ取得

実
際
の
地
下
の

試
験
デ
ー
タ
を
解
析

解
析
結
果
と

試
験
結
果
を
比
較

統
合

人工バリア

天然バリア

ガラス固化体

岩 盤

オーバーパック

緩 衝 材

放射能は自然に減衰していくので、受入濃度の上限値を設ける
ことで、一定期間経過すると埋設施設は安全な状態となります。

C
ク ー ル

oolR
レ ッ プ

ep
Webを活用した

次世代科学レポートシステム

スイス
高レベル放射性廃棄物処分
研究開発

カザフスタン
高温ガス炉燃料、試験研究炉、
高速炉の安全性

オーストラリア
中性子科学

ピット埋設

トレンチ埋設

ピット埋設

トレンチ埋設
深
さ
の
比
較

●欧州委員会（EC）
核不拡散・核セキュリティ

●包括的核実験禁止条約機関準備委員会
核実験の検知の国際監視ネットワークへの貢献

●国際科学技術センター
共同研究プロジェクトへの参加

●第4世代原子力システム国際フォーラム
第4世代炉研究開発プロジェクトへの参加

HTTRを用いた強制冷却喪失時の革新炉の性能研究（LOFC）プロジェクトにおける定格（100%）出力時の高温ガス炉の炉心流量喪失試験の実施（2024年3月）

●経済協力開発機構／原子力機関（OECD/NEA）　　新型炉、原子力安全、原子力科学、廃止措置・放射性廃棄物管理、人材育成

●国際原子力機関（IAEA）　　新型炉、原子力安全、保障措置・核セキュリティ、廃止措置・放射性廃棄物管理など

IAEA総会時に、3S（原子力安
全、保障措置、核セキュリティ）を
支える人材育成に関するJAEA
の取組を紹介するためのサイド
イベントを実施（2023年9月）

第1回原子力エネル
ギー・サミットに出席、
パネリストとして登壇
（2024年3月）

イギリス

廃止措置、
放射性廃棄物管理、
高温ガス炉 英国国立原子力研究所（NNL）

との高温ガス炉技術の高度化
及び実証に係る協力覚書の締結
（2023年9月）

ポーランド

高温ガス炉、材料試験炉

ポーランド国立原子力研究セ
ンターにて材料照射技術をレク
チャー（2024年8月）

フランス

高速炉、原子力安全、
放射線防護、原子力科学、
廃止措置、
放射性廃棄物管理など

原子力機構による原子力安全
（連鎖反応の制御）の実験に、フ
ランスの研究者が参画
（2024年秋）

韓国

原子力安全、
環境モニタリング、
放射性廃棄物管理、
中性子科学など

韓国原子力研究所（KAERI）との
二機関会合を実施（2024年7月）

アジア、中東などの
原子力新興国
原子力安全、
核セキュリティの
人材育成支援

自国での人材育成に貢献できる技
術者・研究者を養成するための研修
を実施（2023年7月）

アメリカ

次世代革新炉研究開発、
核燃料サイクル・
放射性廃棄物管理に
関する研究開発、
核不拡散・核セキュリティ、
原子力科学、中性子科学

日・米・欧の研究チームによる	
JRR-3での中性子散乱実験
（2023年12月)

原子力科学技術を通じた広範
な社会貢献に向け、IAEAと
包括的協力実施取決めを締結
（2025年2月）
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軽水炉研究

安全研究

過酷事故を起こしにくくし、過酷事故が起きた場合で
もその影響を緩和する事故耐性を持つ燃料要素につ
いて、その開発を加速させる基礎基盤研究開発を進
めています。また、国内開発の取りまとめ役を担い、
メーカーの開発を後押ししています。

原子炉圧力容器などの健全性を確率論を用いて評価することにより、その“実力”を評価でき、
現行評価法の安全裕度の定量的評価やより合理的な保守計画などへの貢献が期待されます。

取 組 紹 介 5

幌延深地層研究センター

〒098-3224
北海道天塩郡幌延町字北進432番地2
Tel: 01632-5-2022（代表）

福島廃炉安全工学研究所

いわき事務所
〒970-8026
福島県いわき市平字大町7-1 
平セントラルビル8階 
Tel: 0246-35-7650（代表）

廃炉環境国際共同研究センター
【富岡】 〒979-1151
福島県双葉郡富岡町 
大字本岡字王塚790-1
Tel: 0240-21-3530（代表）
【南相馬】 〒975-0036
福島県南相馬市原町区 
萱浜字巣掛場45-169
福島県環境創造センター
環境放射線センター内
Tel: 0244-25-2072（代表）

楢葉遠隔技術開発センター
〒979-0513
福島県双葉郡楢葉町  
大字山田岡字仲丸1-22
Tel: 0240-26-1040（代表）

大熊分析・研究センター
〒979-1301　
福島県双葉郡大熊町夫沢字北原5
Tel: 080-4651-1911（総務課直通）

東京事務所
〒100-8577
東京都千代田区内幸町2丁目2番2号 富国生命ビル19階
Tel: 03-3592-2111（代表）

播磨放射光RIラボラトリー
〒679-5148
兵庫県佐用郡佐用町光都1丁目1番1号
Tel: 0791-58-0822（代表）

人形峠環境技術センター

〒708-0698
岡山県苫田郡鏡野町上齋原1550番地
Tel: 0868-44-2211（代表）

東濃地科学センター

〒509-5102
岐阜県土岐市泉町定林寺959番地の31
Tel: 0572-53-0211（代表）

敦賀事業本部

〒914-8585
福井県敦賀市木崎65号20番地
Tel: 0770-23-3021（代表）

新型転換炉原型炉ふげん

〒914-8510
福井県敦賀市明神町3番地
Tel: 0770-26-1221（代表）

高速増殖原型炉もんじゅ

〒919-1279
福井県敦賀市白木2丁目1番地
Tel: 0770-39-1031（代表）

原子力緊急時支援・研修センター 
（福井支所）
〒914-0833　
福井県敦賀市縄間54号大西平6番2
Tel: 0770-20-0050（代表）

研 究 開 発 拠 点 な ど の 所 在 地

●職員数：3,105名（2024年度末）　●予算：1,535億円（2024年度）

［2025年4月現在］

本部
〒319-1184
茨城県那珂郡東海村大字舟石川765番地1
Tel: 029-282-1122（代表）

原子力科学研究所

〒319-1195
茨城県那珂郡東海村大字白方2番地4
Tel: 029-282-5100（代表）

原子力安全・防災研究所

原子力科学研究所内
Tel: 029-282-5100（代表）

原子力緊急時支援・研修センター
〒311-1206
茨城県ひたちなか市西十三奉行11601番地13
Tel: 029-265-5111（代表）

J-PARCセンター

原子力科学研究所内
Tel: 029-282-5100（代表）

核燃料サイクル工学研究所

〒319-1194
茨城県那珂郡東海村大字村松4番地33
Tel: 029-282-1111（代表）

大洗原子力工学研究所

〒311-1393
茨城県東茨城郡大洗町成田町4002番地
Tel: 029-267-4141（代表）

青森研究開発センター

〒035-0022
青森県むつ市大字関根字北関根400番地
Tel: 0175-25-3311（代表）

ワシントン事務所
1201 Pennsylvania Avenue, NW, Suite 240, 
Washington, D.C. 20004, U.S.A.
Tel: +1-202-338-3770

パリ事務所
TOUR EGEE, 9/11 Allee de l’Arche, 92400 
Courbevoie Paris,FRANCE
Tel: +33-1-42-60-31-01

ウィーン事務所
Leonard Bernsteinstrasse 8/2/34/7,A-1220, 
Wien, AUSTRIA
Tel: +43-1-955-4012

新計算プログラム BWR
沸騰水型軽水炉

PWR
加圧水型軽水炉

起動時・停止時
の炉内の圧力
と水温の変化

加圧熱衝撃
事象

低温過加圧
事象

想定される
すべての亀裂を評価

原子炉
圧力容器

（断面図）

外表面
亀裂

内表面
亀裂

母材部

外表面側内部亀裂 内表面側内部亀裂
PASCAL5

圧力容器の破損の原因
となるすべての事象に対
して破損確率や破損頻
度などを計算可能

取 組 紹 介 7

三菱重工技報	Vol.57	No.4（2020）

冷却材喪失事故模擬試験後の外観

■ コーティングあり 膨れ小／非折損

膨れ大／折損■ コーティングなし

取 組 紹 介 6

原子力の安全利用を担う技術者を対象にした線量測定実習

原子力の未来を担う人材の育成
国内向けには多様な研修コースの開催、大学教育への協力、国内の
関連機関と連携した人材育成活動などを展開し、国外向けにはアジ
ア諸国から技術者などを招へいし、母国で人材育成を担う講師を育
成しています。

VRシステムを用いた体験型の核不拡散・核セキュリティ演習

核不拡散・核セキュリティの強化
核兵器・核テロのない世界を目指して、核不拡散・核セキュリティの
分野における技術開発、政策的研究、人材育成支援、包括的核実
験禁止条約（CTBT）の国際検証体制支援などに取り組んでいます。
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